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潮来市社協の
最新情報は

こちらから !!

小中学生を対象に高齢者疑似体験と認知症講座を開催しています
　潮来市社会福祉協議会では地域包括支援センターと共同で市内のボランティア団体の協力のもと、小
中学生を対象に高齢者疑似体験と認知症サポーター養成講座を実施しています。疑似体験ではおもりや
ゴーグル、イヤーマフ、手袋などを装着することで手足の動きにくさと知覚の衰えを体感します。また、
階段の昇降や箸でつかむなどの生活動作を通して高齢者の生活を体験します。

潮来市　社協 で検索

延方小学校の6年生が延方小学校の6年生が
高齢者の疑似体験をしました高齢者の疑似体験をしました
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社協があるから笑顔で暮らせる

　潮来市社会福祉協議会（社協）は、これまでも地域に不足するサービスを補うため、地域住民や行政と力
を合わせ、地域福祉活動を推進してきました。社協は今まで以上に身近な生活支援のニーズに応え、頼りに
される存在となるために、令和 6 年度の事業計画を定めました。
　これまで取り組んできた「顔の見える社協づくり」からさらにステップアップして「元気な社協！地域も
元気！」をキャッチフレーズに、市民が安心して笑顔で暮らせる地域づくりを目標として、これらの事業を
展開します。

「元気な社協 ! 地域も元気 !」

《令和 6 年度  潮来市社会福祉協議会  基本方針》

令
和
６
年
度  

事
業
計
画

・
社
協
会
員
加
入
の
促
進

・
広
報
活
動
、
啓
発
活
動
な
ど
一
層
の
強
化

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
の
推
進

・
善
意
銀
行
の
運
営

・
寄
付
金
の
有
効
活
用
及
び

　

適
正
管
理

・
潮
来
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

・
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
訪
問
介
護
事
業

・
広
報
誌
「
き
ず
な
」
の
発
行

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用

・
潮
来
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
運
営
支
援

・
潮
来
市
遺
族
会
運
営
支
援

・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ワ
ー
ク
ス
」
の
運
営

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

・
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

・
在
宅
高
齢
者
等
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業（
高
齢
者
）

・
在
宅
高
齢
者
等
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業（
障
が
い
者
）

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
介
護
予
防（
安
否
確
認
）事
業

・
軽
度
生
活
援
助
事
業

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

・
認
定
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

・
成
年
後
見
制
度
普
及
啓
発
事
業

・
家
事
援
助
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
子
ど
も
食
堂
の
運
営
支
援

・
サ
ロ
ン
活
動
立
ち
上
げ
支
援

・
総
合
相
談
体
制
の
充
実

・
法
律
相
談
事
業

・
福
祉
心
配
ご
と
相
談
事
業

・
車
い
す
の
貸
出
し

・
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
お
た
の
し
み
遠
足
事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
・
啓
発

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
助
成

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
開
催

・
福
祉
教
育
の
推
進

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
実
施

・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
開
催

法
人
運
営
事
業

介
護
保
険
事
業

広
報
啓
発
事
業

当
事
者
団
体
支
援
事
業

指
定
管
理
事
業

受
託
事
業

地
域
福
祉
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業

ワークス利用者のあやめ園散策

募金運動子ども食堂
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令和 6 年度  潮来市社会福祉協議会収支予算書

収　入 （単位：千円）
会費収入 3,721
寄付金収入 1,700
経常経費補助金収入 39,926
受託金収入助成金収入 81,084
事業収入 400
助成金収入 180
介護保険事業収入 51,132
障害福祉サービス等事業収入 390
受取利息配当金収入 1
その他の収入 223
前期末繰越資金残高 10,592

計 189,349

支　出 （単位：千円）
人件費 128,645
事業費 41,376
事務費 6,630
共同募金分配事業費 1,280
助成金支出 3,632
負担金支出 1,335
固定資産取得支出 1,050
その他の活動支出 3,550
予備費支出 1,851

計 189,349

9月は茨城県認知症を知る月間9月は茨城県認知症を知る月間

　9月7日（土）潮来公民館にて認知症フレンドリー講座＆映画上映を開催しました。
　多くの方にお集まりいただき、認知症VR体験と講座、映画「オレンジ・ランプ」の上映
会を行うことが出来ました。みなさんと認知症について考える機会となったと思います。
　認知症地域支援推進員は、認知症の方ができる限り住み慣れた環境で暮らし続けるこ
とができるように、地域の実情に応じて医療機関、介護サービス事業所や地域の支援機
関をつなぐ連携支援、認知症の人やそのご家族への支援・相談業務等を行っています。
　「認知症が心配・・・」「家族が認知症でどうしたらいいか悩んでいる・・・」
　一人で抱え込まず、ぜひ一度、認知症地域支援推進員にご相談ください！

認知症フレンドリー講座＆映画上映開催認知症フレンドリー講座＆映画上映開催

　地震から半年が経過した能登半島は、倒壊したままの家屋や陥落した道路が
残り、復興への道のりはまだまだ遠いと感じました。そのような状況下でも、
能登の方々はお互い支え合って生活していました。日常からの人と人との繋が
りの中で、いざという時にも助け合いの精神が生まれるのだと改めて実感し、
私自身学ばされることが多くありました。この経験を潮来市の防災・減災、そ
してコミュニティの絆を深め地域福祉の発展に繋げていくとともに、相手の心
に寄り添う支援を目指していきたいと思います。
　被災地では、人生再建への道のりを歩み始めています。それを希
望としつつも、私たち一人一人ができる支援を続けていくこと。こ
れが能登半島地震で被災したまち、そして人々の一日も早い復興に
つながるのではないでしょうか。
　一歩ずつ確実に、みんなが手を取り合って・・・
　　　　　　潮来市社会福祉協議会 　総務管理部　 方波見　文哉

認知症に関係する出来事を、認知症に伴う症状を持つ人々と周囲の環境との間で起
こる現象ととらえ、病気ではなく、地域や社会の側を変えていこうという考え方です。

7/5 ～7/11令和6年 被災地への職員派遣

認知症フレンドリーとは…

認知症地域支援推進員の皆さま認知症地域支援推進員の皆さま

認知症VR体験認知症VR体験
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　パチンコホールの運営は、店舗に足を運んでいただく
お客さまだけでなく、地域住民の皆さま、お取引先、従
業員といった全ての信頼関係者に支えられて成り立って
います。その地域の発展なくしては、ダイナムの発展は
あり得ません。そのため、「地域になくてはならない存在」

「街と生きるパチンコ」を目指し、地域社会の発展とと
もに事業の発展と企業価値の向上に努めます。

　ダイナムでは、企業市民として、それぞれの地域のニーズや状況にあわせて、
協賛や人的支援など様々な活動を行っています。
　東日本大震災では、1 万点を超える物資提供、約 1,000 名のボランティア
派遣、100 回を超える復興イベント支援を実施するほか、会社・従業員、また
全国のお客様のご協力による義援金・寄付を被災地にお届けしました。
　全国各地の店舗においても、それぞれの地域に密着した取り組みを行っていま
す。例えば、道路や公園などで行われる清掃活動への参加、祭りや花火大会など
の運営ボランティア、店舗で扱う景品（玩具、調理器具など）の福祉施設への寄贈。
さらに、店舗駐車場に献血車を誘致して実施する献血事業への協力、動物の里親
募集会場として駐車場の提供など、多岐にわたる活動を実施しています。
　企業活動を通じて地域社会と共生するとともに、地域の一員として積極的な社会貢献活動を実施し
ていきたい。それがダイナムの企業姿勢です。今後も、地域の人々と良好なコミュニケーションを育み、
地域に役立つ活動をすることで、地域社会と連携や協調を進めていきます。

地域を支える企業・団体の社会貢献活動を紹介します

株式会社ダイナム

地域のインフラとして地域の皆様との共生を目指します

街と生きるパチンコ

未来のソーシャルワーカー ～社会福祉士実習生の皆さん
松澤 茉凛 さん（6/5 ～ 6/18 実習）

　実習を通じて、潮来市社協の事業や役割について
学ぶことができました。さまざまな事業がある中で、
ワークス、健康教室、サロン、認知症カフェ、子ど
も食堂、訪問介護などに参加・同行させていただき
ました。参加する中で、地域の皆様の姿から、住民
同士の関わりや支え合いの大切さを感じることがで
きました。また、社協は、地域のために何かをした
いと考える方々のサポートをする役割を担っている
ということを学ぶことができま
した。学校では学ぶことのでき
ない、現場ならではの経験がで
きて毎日が新鮮でした。お忙し
い中、実習を受け入れて下さっ
た潮来市社協の皆様、本当にあ
りがとうございました。

石井　愛深さん（7/16 ～ 8/28 実習）
　潮来市の地域福祉を担う社協の活動について、実
際に地域に足を運び、実践的に学ぶ貴重な体験がで
きました。サロン活動や協議体等に参加し、地域住
民の方々との交流の中で、潮来市には地域福祉充実
のために、様々な活動をされている方々が多くい
らっしゃることを知りました。また、地域包括支援
センターや居宅介護支援事業所の職員の方々、ヘル
パーの方々の業務にも同行し、安心して地域で暮ら
し続けられるサポート体制についても学びました。
地元で実習することで、改めて
潮来市の魅力や地域福祉の重要
性を深く理解することができま
した。実習を受け入れてくださっ
た社協職員の皆様、訪問を快く
受け入れてくださった地域の皆
様に、心より感謝申し上げます。
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「まさか母が認知症 ?! 最後の時まで紡いだ母と娘の幸せな時間」

行政書士会から無料相談会のお知らせ
　行政書士会鹿行支部では、相続・遺言・農地関係・許認可・外国人・契約・成年後見
などについて、行政書士が相談に応じます。まずはお気軽にご相談ください。
※潮来市社会福祉協議会と行政書士会鹿行支部による合同相談会です。

※事前にお電話にてご予約のうえお越しください。
【問 合 せ】行政書士会鹿行支部　石田　☎０９０－１８３６－３１８２

潮来市社会福祉協議会　　　☎０２９９－６３－１２９６

日　　時 令和６年10月11日（金）　午前10時～12時

場　　所 潮来市社会福祉協議会　会議室

社会福祉大会社会福祉大会第23回第23回
潮来市潮来市

講  演

式  典

会　場 潮来市中央公民館　（入場無料）

日　時 令和６年 11 月 30 日（土）
（受付 ／ ８：30 ～　開演 ／ ９：00 ）

社会福祉功労者表彰

　日本大学在学中にラジオ生放送の司会等、プロとしての芸能活動をスタート。ワ
イドショーのリポーターで全国を飛び回り、90年代のグルメブーム以降、『日本一
食べている女リポーター』となり、グルメ・温泉・旅番組では、持ち前の明るいキャ
ラクターで活躍。近年は講演活動を多く行い、「食育」「介護」「終活」「話法」「コミュ
ニケーション」「おもてなし」「婚活」などテーマは多岐にわたる。タレントとして
初の［終活ガイド上級取得・終活コンシェルジュ資格］を持つ。

講演者紹介 菊田 あや子 さん（タレント・リポーター）

　共同募金の運動期間は令和 6 年 10 月１日から令和７年 3 月 31
日までの６ヶ月で、全国一斉に行われます。
　赤い羽根共同募金は、福祉活動や災害時の支援に役立てられていま
す。潮来市社協では、子どもから高齢者まで誰もが安心して暮らせる
よう、子育て世帯への食の支援、サロン活動の支援、ｅスポーツを活
用した多世代交流等支援を推進していきます。

赤い羽根共同募金が始まります赤い羽根共同募金が始まります
令和５年度実績令和５年度実績
2,600,684 円2,600,684 円

茨城県
共同募金会
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　暑かった今年の夏も終わり、この『きずな』が皆さまのお手元に届
くころには徐々に「秋の夜長」を感じられる時分となってくることで
しょう。味覚・スポーツ・芸術…さまざまな秋の楽しみ方がある一方で、
日照時間が少なくなるこの季節は、鬱病を発症する人も多いとのこと
ですから、出来る限り日光を浴びてリズムを崩さずに生活を送ってい
ただきたく思います。当号も広報委員一同、検討に検討を重ねたうえ
発刊までたどり着きました。是非とも、ご一読くださいませ。（髙橋）

委員長　方波見 守一
委　員　関口 洋治　吉田 美枝子　坂本 貴徳　髙橋 将行
事務局　大川 文恵　江河 周治

広報
委員

編 集 後 記
法律相談 福祉心配ごと相談

10月21日（月） 11月６日（水）
12月16日（月） 1月８日（水）

各種相談の案内について

開催日時：10 月 23 日（水）・30 日（水）
　　　　　午前９時 30 分～午後３時 00 分
開催場所：潮来市社会福祉協議会（潮来市辻 765）
募集定員：15 名
研修費用：無料
参加対象：２日間の講座に参加できる方
　　　　　認定ヘルパーとして活動できる方
研修内容：介護保険制度について、高齢者の心と体に対する

理解等
申込方法：10 月 11 日（金）までに、お電話又は
　　　　　QR コードにてお申込みください。
　　　　　☎ 0299-63-1296

潮来市認定ヘルパー（家事援助型訪問サービス）養成研修参加者募集
潮来市認定ヘルパーとは？Q

A 潮来市における市独自の介護予防・日常生
活支援総合事業の家事援助型訪問サービス
（緩和した基準による訪問介護サービス）
に従事するために必要な資格です。
（潮来市のみ有効）

A 調理、洗濯、掃除、買い物等の家事
（身体に触れない）生活援助サービスです。

家事援助型訪問サービスとは？Q

場　所：潮来市社会福祉協議会
時　間：午後１時～４時
　　　　１件３０分まで
料　金：無料
内　容：財産問題、土地売買、金銭賃借、
　　　　境界線問題、災害等
※事前にお電話にてご予約のうえお越しください。

【問合せ】☎ 0299-63-1296

－善意銀行預託者の紹介－ （令和６年４月～６月）
　心温まるお気持ちをお寄せくださいまして、誠に
ありがとうございます。お預かりした善意は社会福
祉向上のために活用させていただきます。

♥寄付金預託の部♥♥寄付金預託の部♥（敬称略）（敬称略）
カトレア会 7,088 円
潮来ライオンズクラブ 30,000 円
潮来玉藻会 4,800 円
原　一浩 100,000 円
匿名　2名 54,908 円

♥物品預託の部♥♥物品預託の部♥（敬称略）（敬称略）

匿名　3名 お米 40kg　お菓子等
食事用エプロン

潮来ライオンズクラブ様

善意銀行とは・・・
　皆さまからの尊い善意によって提供される金銭・物品をお預かり（預託）し、主に市内の地域福祉活動な
どに活用する仕組みです。払出に際して、預託された方の意思を尊重し払出を行います。

【お預かりしているもの】 【お預かりしている場所】
現金・食料品・米・使用済み切手・タオル・
その他社会福祉推進に活用できるもの

潮来市社会福祉協議会（土・日・祝日を除く）
午前８時 30 分～午後５時 15 分

「６月号の脳トレクイズの答えは「かきつばた」でした。ご応募ありがとうございます。

潮来市立図書館に認知症の
本を寄贈しました。
皆さま、認知症コーナーを
どうぞご利用ください。


